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文
章
生
成
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
を
、
様
々

な
形
で
業
務
に
活
用
し
よ
う
と
す
る
人

が
増
え
て
い
ま
す
。

　

た
と
え
ば
、
議
事
録
や
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー

ジ
の
内
容
を
自
動
で
要
約
で
き
た
り
、

社
内
文
書
の
雛
形
が
自
動
で
作
成
で
き

た
り
す
れ
ば
、
業
務
時
間
が
削
減
で

き
、
よ
り
多
く
の
タ
ス
ク
が
こ
な
せ
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
文
章
生
成
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
情
報
を

入
力
す
る
際
お
よ
び
生
成
物
を
利
用
す

る
際
に
生
じ
る
法
的
リ
ス
ク
を
理
解

し
、
適
切
な
リ
ス
ク
管
理
を
行
な
う
必

要
が
あ
り
ま
す
。

社
内
に
あ
る「
情
報
」を

整
理
し
よ
う

　

リ
ス
ク
管
理
の
前
提
と
し
て
、
ま
ず

は
文
章
生
成
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
に
入
力
し

得
る
「
情
報
」
の
類
型
を
整
理
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
一
般
に
、
文
章
生
成

Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
に
入
力
す
る
際
の
リ
ス

ク
分
析
に
必
要
な
視
点
は
、
３
つ
の
情

報
類
型
に
分
類
さ
れ
ま
す
（
図
表
１
）。

⑴　

秘
密
情
報

　

社
外
に
開
示
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ

て
お
ら
ず
、
秘
密
と
し
て
保
持
す
べ
き

情
報
で
す
。
秘
密
情
報
に
は
、
次
の
２

つ
が
あ
り
ま
す
。

①　

自
社
の
秘
密
情
報

②　

取
引
相
手
と
Ｎ
Ｄ
Ａ（
秘
密
保
持

　

契
約
）を
締
結
し
て
開
示
さ
れ
た
情
報

　

①
に
つ
い
て
は
、
社
外
に
開
示
す
る

こ
と
で
、
不
正
競
争
防
止
法
に
お
け
る

「
営
業
秘
密
」
と
し
て
の
保
護
を
受
け

ら
れ
な
く
な
る
な
ど
の
不
利
益
が
生
じ

ま
す
。
②
に
つ
い
て
は
、
社
外
に
開
示

す
る
と
Ｎ
Ｄ
Ａ
違
反
の
責
任
を
負
う
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

⑵　

個
人
情
報

　

個
人
情
報
保
護
法
に
お
け
る
「
個
人

情
報
」
と
は
、
次
の
３
つ
の
情
報
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
で
す
。

①�　

当
該
情
報
に
含
ま
れ
る
氏
名
、
生

年
月
日
そ
の
他
の
記
述
等
に
よ
り
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き

る
も
の

②�　

他
の
情
報
と
容
易
に
照
合
す
る
こ

と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
り
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と

と
な
る
も
の

③　

個
人
識
別
符
号
が
含
ま
れ
る
も
の

　

特
に
②
が
重
要
で
あ
り
、
当
該
情
報

単
体
で
は
特
定
の
個
人
を
識
別
で
き
な

く
て
も
、
社
内
に
存
在
す
る
他
の
情
報

と
容
易
に
照
合
す
る
こ
と
、
特
定
個
人

を
識
別
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
れ
ば

「
個
人
情
報
」
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
個
人
情
報
の
う
ち
、
体
系
的

な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
成
し
、
容
易
に

検
索
可
能
な
も
の
を
「
個
人
デ
ー
タ
」
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と
い
い
ま
す
（
個
人
情
報
保
護
法
16
条

３
項
）。
個
人
デ
ー
タ
に
対
し
て
は
、

単
な
る
個
人
情
報
よ
り
も
さ
ら
に
厳
し

い
規
制
が
課
さ
れ
て
い
ま
す
。

⑶
　
秘
密
情
報
・
個
人
情
報
以
外
の
情
報

　

公
開
さ
れ
て
い
る
情
報
等
、
社
外
に

開
示
さ
れ
て
も
問
題
の
な
い
情
報
が
該

当
し
ま
す
。
た
だ
し
、
後
述
す
る
著
作

権
の
観
点
に
つ
い
て
は
留
意
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

社
内
に
あ
る
情
報
を

入
力
す
る
際
に
生
じ
る
リ
ス
ク

　

秘
密
情
報
お
よ
び
個
人
情
報
に
つ
い

て
は
、
文
章
生
成
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
に
入

力
す
る
際
に
、
以
下
の
よ
う
な
様
々
な

リ
ス
ク
が
生
じ
ま
す
（
図
表
２
）。

⑴
　
秘
密
情
報

　

自
社
の
秘
密
情
報
（
前
項
⑴
①
）
を

文
章
生
成
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
に
入
力
す
る

行
為
は
、
何
ら
か
の
法
令
に
違
反
す
る

行
為
で
は
な
い
も
の
の
、
当
該
文
章
生

成
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
の
学
習
に
用
い
ら
れ

る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

　

文
章
生
成
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
の
ベ
ー

ス
と
な
っ
て
い
る
大
規
模
言
語
モ
デ
ル

（
Ｌ
Ｌ
Ｍ
）
は
、
学
習
に
利
用
し
た
デ
ー

タ
か
ら
成
果
物
を
生
成
す
る
の
で
、
自

社
の
秘
密
情
報
が
学
習
に
用
い
ら
れ
る

と
、
文
章
生
成
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

者
に
向
け
て
自
社
の
秘
密
情
報
が
漏
え

い
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
仮
に
学
習
に
利
用
さ
れ
な
い

場
合
で
も
、
営
業
秘
密
と
し
て
の
保
護

が
失
わ
れ
る
危
険
性
も
あ
り
ま
す
。

　

も
っ
と
も
、
自
社
の
秘
密
情
報
に
つ

い
て
は
、
す
べ
て
入
力
を
禁
止
す
る
と

か
え
っ
て
作
業
効
率
が
損
な
わ
れ
る
可

能
性
も
あ
る
た
め
、
自
社
の
秘
密
情
報

の
要
保
護
性
（
漏
え
い
し
た
場
合
の
リ

ス
ク
）
に
応
じ
て
、
入
力
し
て
よ
い
情

報
と
そ
う
で
な
い
情
報
を
分
け
る
こ
と

も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

入
力
し
て
よ
い
自
社
の
秘
密
情
報
を

分
類
す
る
方
法
と
し
て
は
、
入
力
禁
止

情
報
の
類
型
を
列
挙
す
る
「
ブ
ラ
ッ
ク

リ
ス
ト
方
式
」
や
、
入
力
可
能
な
情
報

の
類
型
を
列
挙
す
る
「
ホ
ワ
イ
ト
リ
ス

ト
方
式
」
等
が
あ
り
ま
す
。 

　

ま
た
、
利
用
す
る
文
章
生
成
Ａ
Ｉ
サ

ー
ビ
ス
の
規
約
次
第
で
は
、
文
章
生
成

Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
に
秘
密
情
報
を
入
力
す

る
行
為
は
、
当
該
文
章
生
成
Ａ
Ｉ
サ
ー

ビ
ス
を
運
営
し
て
い
る
企
業
に
対
し
て

秘
密
情
報
を
開
示
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
取
引
相
手
と
Ｎ
Ｄ
Ａ
を

締
結
し
て
開
示
さ
れ
た
秘
密
情
報
（
前

項
⑴
②
）
に
つ
い
て
は
、
文
章
生
成
Ａ

Ｉ
サ
ー
ビ
ス
に
入
力
す
る
と
、
当
該
Ｎ

Ｄ
Ａ
違
反
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
こ
う
し
た
情
報
に
つ
い
て
は
、

自
社
の
秘
密
情
報
の
よ
う
な
リ
ス
ク
に

応
じ
た
取
扱
い
が
難
し
い
た
め
、
一
律

に
入
力
を
禁
止
す
る
対
応
が
望
ま
し
い

で
し
ょ
う
。

　

な
お
、
前
項
⑴
②
に
お
け
る
「
秘
密

情
報
」
の
意
味
は
、
取
引
相
手
と
の
Ｎ

Ｄ
Ａ
に
お
い
て
定
義
さ
れ
る
た
め
、
ど

の
情
報
が
秘
密
保
持
義
務
の
対
象
と
な

る
か
は
契
約
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

た
と
え
ば
、
Ｎ
Ｄ
Ａ
に
お
い
て
秘
密
情

報
の
定
義
が
「
開
示
さ
れ
た
す
べ
て

の
情
報
」
と
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、

「Confidential

」「
社
外
秘
」
等
の
表

示
の
有
無
を
問
わ
ず
、
相
手
方
か
ら
開

示
さ
れ
た
情
報
が
す
べ
て
秘
密
情
報
と

な
る
た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

⑵
　
個
人
情
報

　

個
人
情
報
取
扱
事
業
者
は
、
本
人
の

同
意
が
な
い
限
り
、
あ
ら
か
じ
め
通
知
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公
表
し
た
利
用
目
的
の
範
囲
で
し
か
個

人
情
報
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
（
個
人
情
報
保
護
法
18
条
１
項
）。

　

文
章
生
成
Ａ
Ｉ
に
個
人
情
報
を
入
力

す
る
目
的
は
様
々
で
す
が
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
ポ
リ
シ
ー
等
で
通
知
公
表
し
た
利

用
目
的
の
範
囲
内
に
、
個
人
情
報
を
入

力
す
る
に
あ
た
っ
て
の
最
終
的
な
利
用

目
的
が
含
ま
れ
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。利
用
目
的
の
範
囲
内
で
あ
る
限
り
、

文
章
生
成
Ａ
Ｉ
に
個
人
情
報
を
入
力
す

る
こ
と
は
許
さ
れ
ま
す
が
、
漏
え
い
等

の
リ
ス
ク
が
あ
る
点
に
つ
い
て
は
自
社

の
秘
密
情
報
の
場
合
と
同
様
で
す
。

　

ま
た
、
個
人
情
報
が
「
個
人
デ
ー

タ
」
に
該
当
す
る
場
合
、
当
該
個
人
デ

ー
タ
を
第
三
者
に
提
供
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
原
則
と
し
て
本
人
の
同
意
を
要

し
ま
す
（
個
人
情
報
保
護
法
27
条
）。

　

議
事
録
に
記
載
さ
れ
て
い
る
個
人
名

な
ど
は
、
特
定
の
個
人
を
検
索
可
能
な

形
で
体
系
的
に
構
成
さ
れ
て
い
る
と
は

い
え
ず
、
個
人
デ
ー
タ
に
は
該
当
し
な

い
ケ
ー
ス
が
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
し

か
し
、
た
と
え
ば
議
事
録
内
の
発
言
者

単
位
で
検
索
で
き
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム

を
構
築
し
て
い
る
場
合
に
は
、
議
事
録

自
体
も
個
人
デ
ー
タ
に
該
当
す
る
可
能

性
が
あ
る
た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

個
人
デ
ー
タ
の
提
供
先
の
当
該
第
三

者
が
外
国
に
所
在
す
る
場
合
に
は
、
よ

り
厳
し
い
規
制
が
課
さ
れ
ま
す
（
個
人

情
報
保
護
法
28
条
）。
文
章
生
成
Ａ
Ｉ

サ
ー
ビ
ス
の
運
営
元
に
は
海
外
事
業
者

も
存
在
す
る
た
め
、
国
内
事
業
者
が
運

営
す
る
文
章
生
成
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
場
合
よ
り
も
、
厳
し
い
規
制
を

遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
も

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
個
人
デ
ー
タ
の
種
類
に
よ
っ

て
は
、
そ
も
そ
も
本
人
の
同
意
を
取
得

す
る
こ
と
は
現
実
的
で
は
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

個
人
情
報
保
護
委
員
会
が
発
出
し

た
「
生
成
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関

す
る
注
意
喚
起
等
（
令
和
５
年
６
月
２

日
）」
に
よ
る
と
、
入
力
し
た
個
人
デ

ー
タ
が
単
に
応
答
結
果
の
出
力
に
の
み

利
用
さ
れ
る
場
合
に
は
、
文
章
生
成
Ａ

Ｉ
サ
ー
ビ
ス
に
個
人
デ
ー
タ
を
入
力
し

た
と
し
て
も
、「
個
人
情
報
保
護
法
の

規
定
に
違
反
す
る
こ
と
と
な
ら
な
い
可

能
性
」
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
文
章
生
成
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス

は
、
入
力
情
報
を
学
習
・
不
正
検
知
の

た
め
に
利
用
し
て
い
る
の
が
通
常
で
あ

り
、
こ
の
場
合
は
「
単
に
応
答
結
果
の

出
力
に
の
み
利
用
さ
れ
る
」
と
い
え

ず
、「
個
人
情
報
保
護
法
の
規
定
に
違

反
す
る
こ
と
と
な
る
可
能
性
」
が
排
除

で
き
な
い
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
個
人
デ
ー
タ
を
文
章
生

成
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
に
入
力
で
き
る
の

は
、
本
人
の
同
意
を
取
得
す
る
等
の
法

令
上
の
規
制
を
ク
リ
ア
し
た
場
合
に
限

ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
同
意
取
得
が
現
実
的
で
は

な
い
ケ
ー
ス
も
多
い
で
し
ょ
う
。
そ
の

よ
う
な
場
合
は
、
個
人
デ
ー
タ
を
文
章

生
成
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
に
入
力
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

⑶　

他
者
の
著
作
物

　

た
と
え
ば
、
文
章
生
成
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ

ス
に
他
者
の
著
作
物
を
入
力
す
る
こ
と

自
体
は
、
原
則
と
し
て
著
作
権
侵
害
に

該
当
し
ま
せ
ん
が
、
他
者
の
著
作
物
と

同
一
・
類
似
の
生
成
物
を
得
る
目
的
で

の
入
力
は
、
著
作
権
侵
害
に
該
当
す
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

生
成
物
を
利
用
す
る
際
に

生
じ
る
リ
ス
ク

　

文
章
生
成
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
に
よ
り
得

ら
れ
た
出
力
そ
の
他
の
生
成
物
（
以
下

「
生
成
物
」
と
い
い
ま
す
）
を
利
用
す

る
に
あ
た
っ
て
も
、
様
々
な
リ
ス
ク
を

考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

⑴　

他
者
の
著
作
権
を
侵
害
し
て
い
な

　

い
か

　

生
成
物
が
、
入
力
し
た
情
報
ま
た
は

入
力
情
報
以
外
の
既
存
の
著
作
物
と
同

一
・
類
似
し
て
い
る
場
合
は
、
当
該
生

成
物
の
利
用
が
当
該
著
作
物
の
著
作
権

侵
害
に
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

社
外
に
生
成
物
が
開
示
さ
れ
な
い
場

合
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
ら
に
該
当
す
る

場
合
は
著
作
権
侵
害
に
該
当
す
る
可
能

性
が
あ
る
た
め
、
注
意
が
必
要
で
す
。

　

た
と
え
ば
、
社
内
利
用
す
る
目
的
で

Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
の
内
容
を
翻
訳
・
要
約

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
文
章
生
成

Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
に
当
該
Ｗ
ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ

の
内
容
を
入
力
す
る
行
為
は
、
当
該
Ｗ

ｅ
ｂ
ペ
ー
ジ
制
作
者
が
持
つ
著
作
権
の

１
つ
で
あ
る
翻
訳
権
あ
る
い
は
翻
案
権

（
著
作
権
法
27
条
）
を
侵
害
す
る
可
能

性
が
あ
る
行
為
で
す
の
で
、
行
な
わ
な

い
こ
と
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。 

⑵　

虚
偽
の
情
報
が
含
ま
れ
て
い
な
い
か

　

大
規
模
言
語
モ
デ
ル
は
、
あ
る
単
語

に
対
し
て
次
に
続
く
確
率
が
高
い
単
語

を
予
測
し
て
文
章
を
生
成
し
て
い
る
た

め
、
最
終
的
な
生
成
物
の
内
容
が
誤
っ

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
必
ず
回
答
の
根
拠
を
確

認
し
て
、
人
間
が
適
宜
加
筆
修
正
等
を

行
な
っ
た
う
え
で
利
用
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

生
成
物
に
虚
偽
が
含
ま
れ
て
い
る
こ

と
に
気
づ
か
ず
に
利
用
し
、
か
つ
、
生

成
物
が
個
人
情
報
に
該
当
す
る
場
合
に

は
、
当
該
生
成
物
の
取
得
ま
た
は
利
用

が
個
人
情
報
保
護
法
違
反
（
個
人
情
報

保
護
法
19
条
、
20
条
）
に
該
当
す
る
可
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能
性
が
あ
り
ま
す
。

⑶　

文
章
生
成
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
の
規
約

　

上
、
商
用
利
用
が
で
き
る
か

　

文
章
生
成
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
の
規
約
に

よ
っ
て
は
、
商
用
利
用
が
認
め
ら
れ
て

い
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
同
一
事

業
者
が
提
供
す
る
文
章
生
成
Ａ
Ｉ
サ
ー

ビ
ス
で
あ
っ
て
も
、
利
用
す
る
プ
ラ
ン

に
よ
り
商
用
利
用
で
き
る
か
否
か
が
異

な
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
た
め
、
利
用
条

件
・
規
約
に
つ
い
て
は
よ
く
確
認
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

社
内
ル
ー
ル
整
備
の

ポ
イ
ン
ト

　

文
章
生
成
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に

関
す
る
社
内
ル
ー
ル
を
整
備
す
る
に

は
、
以
下
の
観
点
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
す
る

こ
と
が
有
益
で
す
（
図
表
３
）。

⑴　

利
用
を
監
督
で
き
る
体
制
を
設
け
る

　

ま
ず
、
社
内
ル
ー
ル
を
整
備
す
る
前

提
と
し
て
、
社
内
に
お
け
る
文
章
生
成

Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

各
社
員
に
任
せ
る
の
で
は
な
く
、
全
社

と
し
て
監
督
で
き
る
体
制
を
整
え
て
お

く
こ
と
が
望
ま
し
い
で
し
ょ
う
。

　

具
体
的
に
は
、
利
用
で
き
る
文
章
生

成
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
を
指
定
す
る
こ
と
、

各
社
員
の
入
力
デ
ー
タ
・
出
力
デ
ー
タ

を
確
認
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）
で
き
る
よ

う
に
し
、
不
適
切
な
利
用
を
未
然
に
防

止
・
早
期
発
見
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ

と
、
利
用
に
あ
た
り
一
定
の
認
証
（
社

内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
経
由
し
た
ア
ク
セ

ス
で
の
み
利
用
可
能
と
す
る
等
）
を
設

け
る
こ
と
等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
体
制
は
、
社
内
ル
ー
ル
を

整
備
し
た
後
に
お
い
て
、
社
内
ル
ー
ル

が
遵
守
さ
れ
て
い
る
か
否
か
の
チ
ェ
ッ

ク
に
も
利
用
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

⑵　

入
力
し
て
は
い
け
な
い
情
報
に
つ

　

い
て
規
定
す
る

　

社
内
ル
ー
ル
で
は
、
社
内
情
報
を
適

切
に
分
類
し
た
う
え
で
、
文
章
生
成
Ａ

Ｉ
サ
ー
ビ
ス
に
入
力
し
て
は
い
け
な
い

情
報
に
つ
い
て
規
定
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
特
に
、
個
人
デ
ー
タ
に
つ
い
て

は
、
文
章
生
成
Ａ
Ｉ
サ
ー
ビ
ス
に
入
力

で
き
る
ケ
ー
ス
が
限
ら
れ
、
か
つ
、
個

人
情
報
と
個
人
デ
ー
タ
の
区
別
は
容
易

で
は
な
い
場
合
も
あ
る
た
め
、
社
内
ル

ー
ル
を
整
備
す
る
際
に
は
、
個
人
情
報

の
入
力
を
一
律
に
禁
止
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
ま
す
。

⑶　

生
成
物
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
際
の
注

　

意
点
を
規
定
す
る

　

社
内
ル
ー
ル
で
は
、
生
成
物
の
利
用

に
よ
っ
て
生
じ
る
リ
ス
ク
を
回
避
す
る

た
め
に
、
生
成
物
の
内
容
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
際
の
注
意
点
に
つ
い
て
記
載
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
入
力
し
た
情
報
お
よ

び
他
者
の
著
作
物
に
類
似
し
て
い
な
い

か
、
虚
偽
の
情
報
が
含
ま
れ
て
い
な
い

か
、
生
成
物
の
内
容
を
確
認
す
る
こ
と

な
く
加
筆
修
正
を
行
な
わ
ず
に
利
用
し

て
い
な
い
か
等
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

⑷　

公
表
さ
れ
て
い
る
雛
形
を
参
考
に

　

す
る

　

一
般
社
団
法
人
日
本
デ
ィ
ー
プ
ラ
ー

ニ
ン
グ
協
会
「
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
に
社
内
ル
ー
ル
の
雛
形
が

公
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
雛
形
に
、
社
内
の
状
況
に
応
じ

て
必
要
な
追
加
や
修
正
を
加
え
て
利
用

す
る
と
よ
い
で
し
ょ
う
。　
　

議
事
録
ア
プ
リ
の

利
用

　

会
議
や
打
合
わ
せ
の
録
音
録
画
か
ら

内
容
を
文
字
に
起
こ
し
、
議
事
録
を
自

動
で
作
成
す
る
ア
プ
リ
（
議
事
録
作
成

ア
プ
リ
）
を
利
用
す
る
場
合
に
つ
い
て

も
、
こ
れ
ま
で
述
べ
た
観
点
で
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
会
社
と
し
て
個
々
の
社
員
の

利
用
を
監
督
で
き
な
い
ア
プ
リ
を
利
用

す
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
す
。
使
用

を
申
請
制
に
す
る
か
ど
う
か
は
ケ
ー
ス

バ
イ
ケ
ー
ス
で
す
が
、
最
低
限
、
入
力

さ
れ
た
録
音
録
画
お
よ
び
出
力
さ
れ
た

議
事
録
の
内
容
を
社
内
で
確
認
で
き
る

機
能
が
あ
る
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
会
議
や
打
合
わ
せ
に
は
自
社

お
よ
び
他
社
の
秘
密
情
報
が
含
ま
れ
る

可
能
性
が
あ
る
た
め
、
入
力
し
た
情
報

が
ど
の
よ
う
に
使
わ
れ
る
か
確
認
し
、

特
に
ア
プ
リ
の
学
習
に
利
用
さ
れ
る
よ

う
な
場
合
に
は
、
ア
プ
リ
の
利
用
は
慎

重
に
検
討
す
べ
き
で
す
。

　

出
力
さ
れ
た
議
事
録
を
利
用
す
る
に

あ
た
り
、
著
作
権
の
問
題
が
生
じ
る
可

能
性
は
低
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
不
正

確
な
要
約
が
さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
点
に
は
注
意
が
必
要
で
す
。　
　

●▲

さ
か
た　

こ
う
す
け　

Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ａ
法
律
事
務
所
に
て
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
法
務
、Ａ
Ｉ
・
デ
ー
タ
法
務
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
支
援
の
分
野

に
特
に
注
力
し
て
い
る
。『
Ａ
Ｉ
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
の
法
律
問
題 

Ａ
Ｉ
時
代
の
個
人
情
報
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
』（
商
事
法
務
）等
著
作
・
寄
稿
多
数
。




